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秋田公立美術大学
サテライトセンター

oride yuya
折出裕也

3.11sat 4.2 sun

会期中無休　観覧無料

所在地／秋田市中通二丁目８‒１（フォンテAKITA６階）
※車でお越しの方は、最寄りの有料駐車場をご利用ください。
お問い合わせ／
秋田公立美術大学サテライトセンター
（NPO法人アーツセンターあきた）
TEL 018-893-6128　FAX 018-893-6136
E-mail info@artscenter-akita.jp
Web https://www.artscenter-akita.jp

秋田公立美術大学サテライトセンター
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点の家
○△□

折出裕也 ｜ 北海道北見市出身。秋田公立美術大学景観デザイン専
攻卒業。デジタルファブリケーション・タイニーハウスへの興味から
山梨県小菅村へ移住。木工房『小菅つくる座』、ツリーハウスプロジェ
クト『もりあがる』、イベントサークル『ノキサキコイチ』などの活動
を統合し、2023年春に独立し、「studio畑の前」として活動を開始。
2019年秋田公立美術大学卒業作品展学長奨励賞受賞、小菅村プロ
ジェクト2019出展。2021年アートコレクティヴ 『LOCO』に参加し、
『LOCO』展覧会『urban chiken-あ！キタニワ』出展。
点の家　https://tenhouse.space/

住居とは
可塑的なものである

　秋田公立美術大学の卒業生シリーズ第10弾
として、景観デザイン専攻を2019年に卒業し
た折出裕也を特集します。
　折出は2018年にインドネシア･スラバヤを訪
れたことなどをきっかけに住まいの在り方と向
き合い、「住居とは可塑的なものである」を主
題に制作してきました。2019年にはさまざま
な要因によって変化していく生活に合わせ、住
居も変形し続けることで、現代の商業的住居の
対極である『超個人的な住戸』を作り続けるプ
ロジェクトを卒業制作としました。
※《attaching home》秋田公立美術大学卒業作品展2019／学長奨励賞、
日本景観デザイン学会会報掲載

　「住居の機能の多くは都市で代替できるが、
全ての機能を排除しては住戸の所有感は失わ
れ、人間が箱に収納されているのと変わらな
い。所有者にとって必要な物を付加、更新し続
けていき、所有感を生み出していく」。折出が
その実証のためにおこなったのが、自分の身体
寸法から｢立つ｣｢寝られる｣最小空間を作り、そ
こで生活することでした。感じたことを日記に
記し、欲しいと思えば増築し、いらないと思え
ば減築し、自分の生活にフィットさせ続けるこ
と。約50日間に及んだ実践は都市における空
間的デモンストレーションであり、卒展では日
記や設計図のアーカイブと共に迫力ある展示空
間を作り出しました。

　卒業後、山梨県小菅村に移住してタイニーハ
ウスで暮らし、小さな空間をテーマにアート
ワークをおこなう折出は2023年3月、小菅村か
ら運転するトラックに住居をつくり、秋田に移
動します。点は集まり、寄生し、接続される。
そこには農場ができ、集落がつくられ、「ある
かもしれない暮らし」が生まれます。「エコ」
や「持続可能」といった流行りは意に介さず、
今いる場所で、身のまわりにあるからその素材
を使う。小さな点からはじまる、パラレルな集
落がギャラリーに展開します。
　加えて本展では、ツリーハウスプロジェク
ト、イベントサークル「月刊ノキサキコイチ」
など折出が小菅村で「場」をつくろうと活動す
るプロジェクトも展示します。不可侵だった領
域をひらき「場」をつくっていく、点からはじ
まる◯△□を紹介します。

寄生し、依存し、集合する
点からはじまる○△□

oride yuya折出裕也
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《attaching home》2019 《Chickencar》2022

《畑の下に住む》2019《興味の本棚》2020

《読み止しのテーブル》2020

《焼きすぎミニテーブル》2022

《山村のタイニーハウス分棟》2023

《菜園家庭》2021


